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緑の募金感謝状を贈呈しました
緑の募金に10万円以上のご寄附をいただいた企業・団体に感謝状をお贈りしています。
令和5年3月から10月までの贈呈は次のとおりでした。誠にありがとうございます。

株式会社神戸ポートピアホテル様

林野庁長官感謝状をお渡しいたしました

　カイチ産業株式会社様、神崎紙器工業株式会社様、日
本気力株式会社様、株式会社藤井商店様では、株式会社
みなと銀行様の「脱炭素貢献私募債『グリーン企業の
証』」ご利用にあたって、手数料の一部が同行から環境関
連基金に寄附される相手先として、当協会の緑の募金をご
選択いただきました。

カイチ産業株式会社様、
神崎紙器工業株式会社様、
日本気力株式会社様、株式会社藤井商店様

　株式会社さくらケーシーエス様では、国内外のボラ
ンティア団体等への寄附を目的として、役職員有志の
方並びに会社の「マッチングギフト」で基金を設立さ
れており、今回もその基金から「緑の募金」へのご寄
附をいただきました。

さくらケーシーエスボランティア基金様

　関西防水管理事業協同組合様では、関西の自然環境
を守るためのエコプロジェクトを実施されており、そ
の一環として、年間事業収入の一部を緑の募金にご寄
附いただきました。

関西防水管理事業協同組合様

　ヤマト住建株式会社様では、株式会社池田泉州銀行
様の「SDGs私募債」ご利用にあたって、手数料の一
部が同行からSDGsに資する法人団体等に寄附される
相手先として、当協会の緑の募金をご選択いただきま
した。

ヤマト住建株式会社様

　阪急阪神不動産株式会社様では、今後着工される分
譲マンションにおいて、共用部の化粧材等に国産材を
活用し、木質化されるとのことです。
　国産材の活用を考えておられる同社では、加えて、
神戸市内の「キーナの森」の一部を「阪急阪神不動産
の森」と名付け今秋から森林
保全活動も実施されるご予定
です。
　この様に森林の活用や整備
に取り組んでおられる阪急阪
神不動産株式会社様から、兵
庫県内の森林環境保全に寄与
するために、「緑の募金」に
ご寄附をいただきました。

阪急阪神不動産株式会社様

　兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会様では、県内
の森林ボランティア団体間の情報交換や交流を進め、森
林整備技術や人材育成手法等の研鑽に努められています。
　県内各地で行われる森林ボランティア活動の際に緑
の募金を呼びかけられ、ご寄附いただきました。
【募金活動団体】（五十音順、敬称略）
自然ドキドキ発見隊、神鋼かこ
がわ森の会、兵庫県森林ボラン
ティア団体連絡協議会、ひょう
ご森の倶楽部、ほくら～ととや
森の世話人倶楽部、的形ふるさ
と里山会、雌岡山梅林を育てる
会、山田の里グリーンクラブ、よ
こおみち森もりの会、リーダー研
修会（ひょうご森の倶楽部）

兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会様
　株式会社神戸酒心館様では、「六甲山系の自然から
生まれる最良の素材・環境がよい酒づくりに欠かせな
い」とのお考えから「福寿純
米酒御影郷」の売上額の一部
を緑の募金にご寄附いただき
ました。

株式会社神戸酒心館様

　株式会社神戸ポートピアホテル様では、「エコロジ
ー連泊ステイ」と称して、連泊中の客室清掃の省略や、
リネン類の交換回数減など、お客様にもCO2削減への
ご協力をお願いされています。
　今年度も、この趣旨にご賛同いただいたお客様の宿
泊料金の一部を緑の募金にご寄附いただきました。な
お、継続的に緑の募金へご協力をいただいております
企業様にたいし
て林野庁長官感
謝状を服部副知
事よりお渡しし
ました。

令和5年度ひょうご森づくり活動賞受賞団体のご紹介令和5年度ひょうご森づくり活動賞受賞団体のご紹介

　公益社団法人兵庫県緑化推進協会では、森林整備な
どの森づくり活動を通じ、県民総参加の森づくりに貢
献された模範的な団体に対し「ひょうご森づくり活動
賞」をお贈りしています。
　姫路市夢前町の菅生澗（すごうだに）地区で「夢が
咲く希望のある森になるように」との願いを込めて名
付けた「グロ―リー夢前の森」において、第一次「グ
ローリー夢咲きの森」森林整備活動(平成23年～令和
２年)を実施し、現在は第二次「グローリー夢咲きの
森」森林整備活動(令和３年～令和12年)に取り組んで
おられます。
　この間、植樹や間伐・除伐などの森林整備活動によ
り良好な里山を維持することに努め、企業の社会的責
任を果たしてこられました。
　また、自然の大切さを次世代に伝える教育活動とし
て、自然体験イベント「子ども自然まなび隊」を開催
されてきました。
　その活動への感謝の意を込めて、令和5年10月22日
に開催されたひょうご里山フェスタ2023において、
服部洋平兵庫県副知事から表彰楯を贈呈しました。
誠におめでとうございます。
　主な活動内容と成果は次のとおりです。

【活動内容】
１　森林整備活動
　　下層の植物の生育を促すため、森林組合と協働し、
ヒノキ林や広葉樹林内で年に1haずつ除間伐を行う
他、ヤマザクラやコナラなどの広葉樹を中心に年に
20本の植樹を行うなど、良好な里山としての環境
を形成することにより、豊かな自然環境を再生・維
持することを目指した活動に取り組まれてきた。第
二次森林整備活動では、整備エリアの拡大（10

　ha/10年）、育樹（第一次整備　植樹木の維持、管
理）を目標におき、保全活動を継続している。

２　環境教育活動
　　毎年秋に自然体験イベント「子ども自然まなび
隊」を開催している。親子で森にいる昆虫や植物な
どを観察しながら散策したり、自然の中で楽しめる
趣向を凝らしたプログラムを実施するなど、自然の
大切さを次世代に伝えていく活動を行っている。

【成果】
　　この10年間で、植樹：204本、間伐：9.26ha、
参加者数：のべ501名の実績をあげ、植樹20本/年、
間伐1ha/年の目標をほぼ達成することができた。

　　これからもこれらの活動を通じて、自然の恩恵を
将来にわたって継続的に享受できるよう、地域社会
等と連携して様々な取り組みを推進する。

企業の森づくり部門 　グローリー株式会社 様（姫路市）



令和4年度総額
50,118千円

令和4年度支出
50,118千円

個人
36,234千円

企業・団体
8,352千円

職場　　 
2,664千円

学校
1,360千円

その他
1,508千円

地域活動助成金 
18,235千円

森林保全活動支援事業
5,591千円

森林学習体験支援事業
4,973千円

ふるさとの巨樹保存事業
929千円

（公社)国土緑化推進機構
への交付金  1,180千円

ひょうご里山フェスタ開催
4,000千円

緑化作品コンクールの実施
882千円

募金資材の調達
2,465千円

推進事業費等
10,845千円
次期繰越金
1,018千円

　森林ボランティア団体等が実施
する森林整備や緑化活動、指導
者育成研修活動を支援しています。

　自然観察会の実施や森や緑を
活用した学習体験活動を支援し
ています。

　地域で親しまれているシンボ
ル的な巨樹の診断や治療を支援
しています。

令和4年度　募金種別の内訳 募金の使いみち ひょうご里山フェスタ2023の開催概要ひょうご里山フェスタ2023の開催概要
　令和５年10月22日（日）、穏やかな秋の陽射しのもと、世界遺産登録30周年を迎えた姫路
城を仰ぎ見る大手前公園で「豊かな里山を未来へ　～今、私たちができること～」をテーマに
「ひょうご里山フェスタ2023」が開催されました。
　姫路市消防音楽隊によるプロローグ演奏で幕を開け、まず式典が行われました。
　式典では、主催者・来賓挨拶に続き、緑化作品コンクールやひょうご森づくり活動賞、TOYO 
TIRE株式会社はじめ緑の募金等にかかる感謝状の贈呈が行われました。
　また、兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会による森林ボランティア活動報告、姫路市立安
富北小学校児童による里山をテーマにした宣誓と記念樹の贈呈などが行われたほか、新たに企
業の森づくり活動に取り組む株式会社ニッスイと兵庫県・姫路市等との協定締結報告、次回開
催予定地である宝塚市からの挨拶で式典は終了しました。
　その後、ステージでは、県内学生の有志で構成するユースサポーターの企画によるイベントが
行われたほか、会場内では、ボランティア団体や企業、学校等による53のブースで森林・防災パ
ネル展示、木工クラフト体験、ジビエ料理、地元食材の販売等が行われ、約5,500人の来場者
で賑わいました。
　ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

　緑の募金へのご協力、ありがとうございました。 　森と緑は、二酸化炭素の吸収や水源のかん
養などの多面的機能を通じ、私たちの暮らし
に欠かせない恵みをもたらしてくれています。
　その森と緑を守り、育てていく取組に緑の
募金を活用させていただいています。

緑の募金へのご協力をお願いいたします。
【募金の方法】
　お振込みの場合
　　郵便局：手数料不要の払込用紙をお送りしますので、当協会までご一報ください。
　　　　　　電　話：078-341-4070
　　銀　行：三井住友銀行　兵庫県庁出張所　普通　３１９８４３８
　　　　　　公益社団法人兵庫県緑化推進協会（ｺｳｴｷｼｬﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝﾋｮｳｺﾞｹﾝﾘｮｯｶｽｲｼﾝｷｮｳｶｲ）

　キャッシュレス募金の場合（手数料不要）
　　当協会のホームページからお願いいたします。

　
緑の募金は「公益社団法人への寄附金」であり、法人税・所得税等の控除措置の対象です。　
環境保全を目的とした企業様・団体様からの継続的な募金も心からお待ちしております。

※「ひょうご里山フェスタ2023」のプレイベントとして、里山林整備体験等が10月9日（月・祝）に姫路市の「こうでら健康
　の森」において実施されました。参加者はレクチャーを受けた後、子ども向けの自然観察会と大人向けの里山整備体験に
　分かれ、活動に取り組みました。また、最後に常緑のヤマボウシを記念植樹しました。
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神戸市内の「キーナの森」の一部を「阪急阪神不動産
の森」と名付け今秋から森林
保全活動も実施されるご予定
です。
　この様に森林の活用や整備
に取り組んでおられる阪急阪
神不動産株式会社様から、兵
庫県内の森林環境保全に寄与
するために、「緑の募金」に
ご寄附をいただきました。

阪急阪神不動産株式会社様

　兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会様では、県内
の森林ボランティア団体間の情報交換や交流を進め、森
林整備技術や人材育成手法等の研鑽に努められています。
　県内各地で行われる森林ボランティア活動の際に緑
の募金を呼びかけられ、ご寄附いただきました。
【募金活動団体】（五十音順、敬称略）
自然ドキドキ発見隊、神鋼かこ
がわ森の会、兵庫県森林ボラン
ティア団体連絡協議会、ひょう
ご森の倶楽部、ほくら～ととや
森の世話人倶楽部、的形ふるさ
と里山会、雌岡山梅林を育てる
会、山田の里グリーンクラブ、よ
こおみち森もりの会、リーダー研
修会（ひょうご森の倶楽部）

兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会様
　株式会社神戸酒心館様では、「六甲山系の自然から
生まれる最良の素材・環境がよい酒づくりに欠かせな
い」とのお考えから「福寿純
米酒御影郷」の売上額の一部
を緑の募金にご寄附いただき
ました。

株式会社神戸酒心館様

　株式会社神戸ポートピアホテル様では、「エコロジ
ー連泊ステイ」と称して、連泊中の客室清掃の省略や、
リネン類の交換回数減など、お客様にもCO2削減への
ご協力をお願いされています。
　今年度も、この趣旨にご賛同いただいたお客様の宿
泊料金の一部を緑の募金にご寄附いただきました。な
お、継続的に緑の募金へご協力をいただいております
企業様にたいし
て林野庁長官感
謝状を服部副知
事よりお渡しし
ました。

令和5年度ひょうご森づくり活動賞受賞団体のご紹介令和5年度ひょうご森づくり活動賞受賞団体のご紹介

　公益社団法人兵庫県緑化推進協会では、森林整備な
どの森づくり活動を通じ、県民総参加の森づくりに貢
献された模範的な団体に対し「ひょうご森づくり活動
賞」をお贈りしています。
　姫路市夢前町の菅生澗（すごうだに）地区で「夢が
咲く希望のある森になるように」との願いを込めて名
付けた「グロ―リー夢前の森」において、第一次「グ
ローリー夢咲きの森」森林整備活動(平成23年～令和
２年)を実施し、現在は第二次「グローリー夢咲きの
森」森林整備活動(令和３年～令和12年)に取り組んで
おられます。
　この間、植樹や間伐・除伐などの森林整備活動によ
り良好な里山を維持することに努め、企業の社会的責
任を果たしてこられました。
　また、自然の大切さを次世代に伝える教育活動とし
て、自然体験イベント「子ども自然まなび隊」を開催
されてきました。
　その活動への感謝の意を込めて、令和5年10月22日
に開催されたひょうご里山フェスタ2023において、
服部洋平兵庫県副知事から表彰楯を贈呈しました。
誠におめでとうございます。
　主な活動内容と成果は次のとおりです。

【活動内容】
１　森林整備活動
　　下層の植物の生育を促すため、森林組合と協働し、
ヒノキ林や広葉樹林内で年に1haずつ除間伐を行う
他、ヤマザクラやコナラなどの広葉樹を中心に年に
20本の植樹を行うなど、良好な里山としての環境
を形成することにより、豊かな自然環境を再生・維
持することを目指した活動に取り組まれてきた。第
二次森林整備活動では、整備エリアの拡大（10

　ha/10年）、育樹（第一次整備　植樹木の維持、管
理）を目標におき、保全活動を継続している。

２　環境教育活動
　　毎年秋に自然体験イベント「子ども自然まなび
隊」を開催している。親子で森にいる昆虫や植物な
どを観察しながら散策したり、自然の中で楽しめる
趣向を凝らしたプログラムを実施するなど、自然の
大切さを次世代に伝えていく活動を行っている。

【成果】
　　この10年間で、植樹：204本、間伐：9.26ha、
参加者数：のべ501名の実績をあげ、植樹20本/年、
間伐1ha/年の目標をほぼ達成することができた。

　　これからもこれらの活動を通じて、自然の恩恵を
将来にわたって継続的に享受できるよう、地域社会
等と連携して様々な取り組みを推進する。

企業の森づくり部門 　グローリー株式会社 様（姫路市）


